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サムヌア郡・クアン郡

活動内容・実施状況

上位目標
フアパン県対象地域（サムヌア郡、クアン郡）における母と子の健康状態の向上に貢
献する。

期待される成果

活動内容

●保健医療従事者の基本母子医療保健※を提供できるための技術・能力が向上する。

●村落住民が、母子保健に関する正しい知識を身につけ、自分の健康を守れるようにする。

●母子健康継続のための村落と医療保健施設の連携体制を強化

●現地保健のステークホルダーの連携が促進される。

●各保健医療機関・行政が、迅速かつ正確に母子保健データを収集し報告を行い、その情報
が母子保健の成果を向上させるために利用される。

ラオス山岳僻地に住む女性と子供の母子保健サービスの利用を促進するため、住民側の
健康促進活動、保健医療従事者側の能力・技術強化と両者に働きかけることで母子保健
向上を目指す。プライマリヘルスケアアプローチを通し、現地の人々の手で健康を守っ
ていけるよう事業を行う。

●保健医療従事者の母子保健技術を高める研修・モニタリングを実施

●保健医療従事者がアウトリーチ活動を定期的に行うための技術的・伴走的なサポート

●村落健康啓発員と住民のリーダーの育成や保健教育のやり方を学ぶ研修

●住民が保健予防の知識を得る健康促進活動のサポート

●保健医療行政が計画・データに基づき、母子保健の活動が進んでいるかモニタリング
できるよう研修・サポート

●各対象郡に郡知事の下、母子保健関係者（医療、保健行政、外務
局等別行政、村落）が含まれた「母子保健委員会」が設立された。
母子保健委員会に活動計画を共有し、各ステークホルダーの役
割、責任、活動への理解を得た。この理解に基づき、活動を実施
していくためのコミュニケーション・フィードバックの仕組み
を作り、活動モニタリング・スーパービジョンの計画を立てた。

長雨とそれに伴う道路状況の悪化により、クアン郡の6村では実
施が叶わなかったが、クアン郡の9村、サムヌア郡の15村で会合
を開催。クアン郡の村民300人、サムヌア郡の村民1046人が参加
した。

1　「現地保健のステークホルダーの連携を促進する」ための活動

※基本母子医療保健とは - 妊産婦検診、新生児検診、小児ワクチン接種など

写真／クアン郡ヒンヌップ（Hin-ngeup）村でプロジェクトの全体像を説明する世界の医療団職員
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●対象村落と小病院での基本母子保健データを収集し、
県・郡病院、県・郡保健、小病院スタッフに対し、データの
計算法、分析、村落から国レベルへのデータ報告・共有の
仕方の研修を行った。また指標の意味、設定の仕方、モニ
タリング法を学んだ。常にステークホルダーの間で活動
進捗や指定にもとづいた正確なデータをモニタリング・
共有することで、どのレベルでも母子保健活動が実際に
母子保健向上につながっているか確認できる仕組みが
整った。

写真／クアン郡保健局会議室でデータ分析などの研修を
実施

●各村を訪問し、村落健康啓発員と住民のリーダーを含む村落保健推進委員会の役割と責任を決定した。その後、村落保健
推進委員会のメンバーを民主的に選定した。村落保健推進委員会のメンバーは、これまでのように郡保健局に候補者を
挙げて任命してもらうのではなく、村落内で選出されることになったので、より保健のオーナーシップが高まると想定
できる。

写真／サムヌア郡ロングマオ（Longmao）村で村民たちが投票する様子

2　「各保健医療機関・行政が、迅速かつ正確に母子保健データの収集・報告を行い、
　　その情報が母子保健の成果を向上するために利用される」ための活動

3　「村落住民が、母子保健に関する正しい知識を身につけ、自分の健康を守れるようにする
　　（オーナーシップの醸成）」ための活動
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村落保健促進委員会に関しては、両郡合計で24の村で設立。村落保健促進委員会には、村長、議員、村の長老などが含まれて
いる。両郡での村落保健促進委員会メンバーの総数は141人で、うち女性は約25％にあたる36人となった。
また、該当の村落で、村落健康啓発ボランティアが再任、もしくは新たに任命された。両郡での村落健康啓発ボランティア
の総数は68人、うち女性は約25％にあたる25人となった。

●各村落の住民たちに現在の母子保健の状況を理解してもらうため、各村の村落保健推進委員会は郡保健局・小病院職員
とともに、村落住民に簡単な現状調査・ニーズアセスメントを行い、その結果を村落住民に共有した。これにより、村落住
民は母子保健の現状を理解し、懸念点を理解し合うことができた。

写真／サムヌア郡ユアクン（Hua Kung）村で母子保健のニーズアセスメントを実施

クアン郡の母子保健データの収集に遅れが出ていたが、2023年1月にはデータ収集と入力を終える予定で進行している。

2022年は、2021年から2024年までのラオス小児医療強化プロジェクト 第4期の中期にあたる。事業後期に向けて、実り
のある活動ができた。


